
次のような利点があります。

 – AssayMAP Bravo を生物製剤開発のプロセス全体で使用可能。オプションのコンプライアンス対応機能により、アッセイをラボ間でシームレスに移
行できます。通常は 21 CFR Part 11 などの規制基準への準拠が求められない医薬品開発の初期段階にあるラボから、一般的にこのような基準への
準拠が必要な医薬品開発の後期段階にあるラボへと、シームレスな移行を実現します。 

疾患研究 ターゲット同定 医薬品開発 前臨床試験 製造 品質管理

 – ウォークアップ操作。AssayMAP アプリケーションとユーティリティの権限レベルのコントロールにより、ウォークアップ操作が可能になるため、新人
ユーザーも最低限のトレーニングで自動化サンプル前処理のメリットを活用できます。 

 – シンプルで有用な文書化。主要パラメータの設定値、プロトコル実行ステップ、エラーを取り込んで、読みやすいレポートを生成します。

 – 優れたエラーチェックにより、サンプル前処理中の問題を回避。前処理の開始前に広範囲にわたるチェックを実行します。エラーが検出されると、ポッ
プアップメッセージが表示され、前処理を開始する前に修正を行うよう警告します。 

 – すべての主要アプリケーションが標準カートリッジと大容量カートリッジの使用をサポート

 – Evotip Pure チップの半自動ロードが可能な Evosep ワークフロー

 

規制対象ラボにおける 
サンプル前処理の自動化が 
これまで以上に簡単に

次なる段階へ向かう AssayMAP Bravo の進化

AssayMAP Bravo Protein Sample Prep Workbench 4.0 ソフトウェアが新しいシステムに搭載されました。
また、アップグレードとして入手可能です。

AssayMAP Bravo Evosep One Agilent 6495C LC/TQ



Peptide Cleanup アプリケーションの実行後に生成されるレポートの例

実験 ID の選択 
メソッドの 
保存と閲覧

大容量  
AssayMap  
カートリッジに対応

ユーザーインタフェースの主な新機能：

 – 標準カートリッジまたは大容量カートリッジのプルダウン選択により、特定のエラーメッ
セージを表示でき、プロトコル実行の効率が向上 

 – 実験 ID によってプロトコル実行の重要なステップを取り込み、レポートを自動生成 

 – 使いやすく、ウォークアップ操作が可能なメソッドの保存機能と閲覧機能

シンプルな文書化

ソフトウェアアップグレードキット：
G5263AA 

 – VWorks 14.1.1 Standard モード 
アップグレード

 – コンプライアンスモード機能無効

 – Workbench 4.0 

G5264BA 

 – VWorks 14.1.1 Plus モードアップ 
グレード

 – コンプライアンス対応機能有効 

 – Workbench 4.0 

AssayMAP Workbench 4.0 の詳細に 
ついては弊社までお問い合わせください。

実験管理
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